
2007年 11月 18日～2008年 2月 15日まちの資料・読書コーナー展示 
        今回の展示では、落合の地で学芸の交流につとめた會津八一と料治熊太にスポットをあてて、日本の美しい文化を追求するサロンが落合に開花した大正・昭和の空気を感じていただきます。 二人の合作である書画（昭和４年）の気品ある雰囲気はいかがでしょう。料治家の長女でいらっしゃる真弓さんのアルバムから写させて頂きました。 本物は新潟の會津八一記念館で見ることができます。 

 

會津八一は戦災にあうまで不動谷、目白文化村と落合に２３年間住んで、早稲田の教え子だけでなく多くの弟子に日本文化の美を伝え、東洋美術収集・ひらがなで表現された和歌・書など 後世に多くの影響をあたえています。昭和２０年３月によまれた「銅鑼」５首の中の１首を紹介しましょう。 
 くさのとにこもこものきのとらうちてとほくとひこしわかひとのとも 
 漢字で書き記すと、 「草の戸にこもごも軒の銅鑼打ちて遠く訪い来し若人の友」 落合村荘・秋艸堂には画家、歌人、詩人、小説家、学者、評論家、彫刻家、篆刻家等々さまざまなジャンルの学芸人たちが集まってきました。（『會津八一とゆかりの地』和光慧著より） 
 昭和３年、師のそばに移り住んだ弟子のひとりが出版社編集者だった料治熊太で、花子夫人とともに西落合の自宅で創作版画誌「白と黒」を発行して谷中安規・棟方志功ら若手版画家を世に出し、 自らも版画制作、戦後は骨董の研究で知られ、中村忠二の画集など美術出版に力を注ぎました。 

落合の文化人シリーズ② 

「料治熊太・會津八一」展 

 料治熊太・會津八一合作


